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社会福祉法人 童心会 

1．社会福祉法人 童心会 （本部） 
１) 童心会の経営理念 

童心会は今、社会資本の一つとして「地域の子ども家庭支援」の大切な役割

を担っている。 そこで、私たちは郷土に受け継がれてきた「気候、風土、文

化、歴史、宗教」を見つめながら、この21世紀の社会の変化を先見し“生活や

福祉”をデザインし、時代の変化に対応しうる理念「尽・還・実・育」を持つ法人

として「利用者の最善の利益の実現」に向けて、公的役割を遂行しなければ

ならない。 

 

２) 童心会の事業目的（全保育所 共通） 

児童福祉法に基づき何らかの理由で、保育に欠ける乳児・幼児を対象に保

育することを目的とした児童福祉施設である。 

子どもたちの心は“人間性豊かなより多くの人たち”との毎日の生活の中で

「ふれあいと見守り、抱きしめ言葉」を通して「思いやりと生きる力」が育てられ

るものであり、保育所は子どもたちが最も良く生き、望ましい未来を作り出す力

の基礎を培うために、時代の変化に対応した保育を創造し、実践する必要が

ある。 よって、子どもたち一人ひとりが、人格を持った人間としてお互いが認

められ“生まれてから死を迎えられるまでの一生”を人間教育の場として捉え

「人間として如何に生きるべきか」を学ぶための原体験を創ることを目的として

いる。 

 

～ 利用者の最善の利益の実現 ～ 

1.愛された育ちの保障 （保育ケア・ワーク） 

2.保護者や地域の子ども家庭支援 （ファミリーソーシャル・ワーク） 

3.保健・福祉・医療・教育との協働 （保育ソーシャル・ワーク） 

4.保育所から始める地域コミュニティ創り （コミュニティケア・ワーク） 

5．新しい子育て文化の創造 （未来の親づくり） 

 

3) 童心会の H28 年度 活動内容 

① 理事長講演及び執筆活動 

   主に、理事長自ら講演・講師（5 ヶ所）を実施 

ⅰ 講演 ： 全国社会福祉協議会主催  

「第 60 回 全国保育研究大会フリー発表」 

     テーマ ： 今 流行りの「非認知能力」の意味を問う？  
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   ⅱ 講演 ： 子育て支援センター全国セミナー 

     テーマ： 千葉柏市の実践：社会教育力創造―保育所併設型 

           子育て支援を探る 

     

   ⅲ 講演 ： 日本子ども子育て支援センター連絡協議会 

                                ここネット TOC 主催 

 

ⅳ 講師 ： 東京福祉専門学校（東京江戸川区） 

        年 2 回実施（前期・後期） 

        学生 1 年生を対象に特別講師として「特別講演」実施 

  

② 法人体制の強化（報告会及び研修会） 

      ⅰ 法人の体制強化を目的に継続されている部会報告、園長会、主任会、

リーダー会、新人会、調理会、子育て支援 C 会、保育所保健部連絡

会を通じた内部提案や保育の本質を模索し、トップダウン体制からボ

トムアップ体制へのシフトチェンジ体制への確立。 

 

      ⅱ 中長期（３カ年）計画の進捗 

      平成 27 年度から平成 29 年度までの中長期計画（３カ年計画）は２年

目の年。 1～2 年目は下記の通りであり、平成 29 年度は更なる人材

育成と同時に事業拡張へ推進する。 

1 年目 ： 『組織』では部会での役割と意義を追及した 

2 年目 ： 『人材』については組織から個＝チームへと推進し、理事    

長と責任者を中心に全園の職員に対し研修を促進し、平成

29 年度に繋がるリーダー級から経営者育成プログラムの策

定が完了した。 

 

      ⅲ 理事長職の集中体制 

         平成 28 年度は中山勲が理事長と柏さかさい保育園の園長を兼務し

た。理事長職を集中することで全園の教育や研修に集中し、童心会

の保育理念を科学するため、理事長職へ一本化させた。 
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2. 柏さかさい保育園 
１) 事業内容（KS） 

① 保育所の運営、 ②地域子育て支援拠点事業、 ③一時預かり事業 

 他、保育事業として延長保育促進事業を実施する。  

 

○ 開園して７年となるなかで、「思いやりと生きる力」を基本に興味・関心・好

奇心・意欲・意志を育ててきました。 幼児組は日々の活動に課題を見つ

けチャレンジする意欲が育ち、１歳児２４名が一周３２０m のマラソンコース

を走り切ったりと、子供たちが童心会の保育理念のもとしっかりと成長して

いる結果が見られた。 また、２歳児はリーダー活動の一つとして乳児朝会

で進行をするなど、人の前で話す体験を重ね非認知能力 を育て、４、５

歳児は行事に対して一つ一つ子供たちが話し合って、自分たちで作り上

げ多くの達成感を体験してきた。 

 

○ お泊り保育では５歳児がつくば市にあるふれ合いの里へ行き 筑波山登

山を体験し、多くの新しい発見と感動、チーム力、達成感を得ることができ

た。４歳児は初めての園外でのお泊り保育となったが、友達と協力する事

と自分で出来た喜びを経験する事ができた。 

 

○ 近隣の２つの老人福祉施設との異年齢交流、公・私立保育園とのドッジボ

ール・リレー大会交流、柏中央保育園、牛久みらい保育園、柏しんとみ保

育園とのマラソン記録会交流等、様々な人との交流を通し、認め合う気持

ちを養い、「がんばること、つづけること、がまんすること」を実体験した。 

 

○ 知能的に遅れのおそれのあるお子さんや集団での生活が苦手なお子さん

に対して、地域保健福祉課、ウエルネス発達支援センターなどの行政と連

携を取り適切な支援を行うことが出来た。 

 

○ ２・３・４・５歳児は公園里親ボランティアで公園のトイレ掃除や地域の清掃

活動をやり、人のためになる喜びを学んだ。 

 

○ 子育て支援まことちゃんの利用者も口コミで増え、予約が必要なものはす

ぐにいっぱいになっている。その際に育児に対する悩み等を聞いたりして、

地域親として育児支援を行った。 

 

○ 保育士養成校６校６名、慈恵柏看護専門学校９名、聖徳大学看護部 10 名

の実習を受入、内１名は平成２９年度の新採職員となる。 他、近隣の中

学校２校の職場体験の受入を実施。 
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２) 児童の在籍状況（KS） 

区分 
月 初 日 在 籍 児 童 数 

乳  児 1 歳～2 歳児 3 歳児 4 歳以上児 計 

4 月 18 48 24 4７ １３７ 

5 月 ２４ 48 24 4７ 1４３ 

6 月 2４ 48 24 4７ 14３ 

7 月 2４ 48 24 4７ 14３ 

8 月 2４ 48 24 4７ 14３ 

9 月 2４ 48 24 4７ 14３ 

10 月 2４ 48 24 4７ 14３ 

11 月 24 48 24 4７ 14３ 

12 月 24 4８ 24 4７ 14３ 

1 月 24 48 24 4７ 14３ 

2 月 24 48 24 4７ 14３ 

3 月 24 48 24 4７ １４３ 

計 282 576 288 564 1,７１０ 

 

３) 保育園の保守管理（KS） 

当園は、定期的な清掃及び修繕点検を実施している。  

また、保育室の遊具・器具（椅子やテーブル等）等の破損は事故防止のため

迅速且つ周期的に点検し必要であれば修繕する体制である。 

保育室は、病気・感染症等が誘発させないよう室内の消毒はもちろんのこと

空気清浄機を設置すると共に清潔を維持している。 

 

４) 消防・地震計画（KS） 

園内における防火管理の徹底と災害による人的、物理被害を最小限に防ぐ

ため毎月 1 回の避難訓練を実施している。  

訓練事項 訓練時期 備 考 

非常災害訓練 月 1 回 時間外（朝と夕方）訓練各 

1 回実施 

午睡時の訓練 

竜巻発生時の訓練 

抜き打ち訓練 

引渡し訓練（地震） 年 1 回  

消火訓練 年 1 回 職員参加 
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防火装置の検査 年 2 回 消防署へ連絡 

その他 年 1 回 119 番通報訓練 職員 

 

５) 保健衛生（KS） 

病気、怪我、感染症等にかからないように予防処置と室内清掃に関して職 

員一同意識向上させている。  

 

園児 ： 嘱託内科医による内科健診（年２回）。嘱託歯科医による歯科検診

（年１回）身体測定（月１回）蟯虫卵検査、尿検査の実施。視力検

査の実施。歯磨きや手洗いなどの衛生指導。急な発熱等の体調

不良児の対応。ケガした場合の病院受診。 

職員 ： 健康診断（年１回）。腸内細菌検査（毎月）。感染症対策、インフル 

エンザ対策、救急処置方法など職員研修を実施。 

保護者: ほけんだよりの発行（月１回）。各予防接種の確認 

 

６) 各種行事の実施状況（KS） 

行事は下記の表のように童心会の特徴である春夏秋冬のまつりを始め園児・

保護者・地域を対象に毎月開催されている。 その他に保育園のインターシ

ップや地域交流も積極的に実施した。  

姉妹園である柏中央保育園や牛久みらい保育園との大きな交流として、良

い刺激となった。また、今年度は公立保育所（土南部保育園）との年中児及

び年長児による交流を実施した。年長児は逆井小学校１年生との交流も行

い就学に期待を持つきっかけ作りになった。 

 

実施月 行事名 

4 月 

・進級式 

・入園式 

・春まつり 

5 月 

・バス遠足 

・こどもの日のつどい 

・蟯虫検査 

・４，５歳児 尿検査、 ・歯科検診 

・大根堀り 

・公園里親ボランティア 

6 月 

・４、５歳児 スポーツテスト 

・個人面談 

・内科検査 
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・さくら組 お泊り保育 

・公園里親ボランティア                        

7 月 

・視力検査（5 歳児） 

・七夕の集い 

・ひまわり組 お泊り保育                       

・プール開き 

8 月 
・４、5 歳児お年寄り交流（おたっしゃ倶楽部、柏あんしん館） 

・夏まつり 

9 月 

・視力検査（4 歳児） 

・引渡し訓練 

・さくら組水泳大会 

・プール納め 

・公園里親ボランティア  

・たんぽぽ組 お泊り保育 

10 月 
・親子運動会  

・交通安全教室 

11 月 

・聖徳大学看護部保育園実習 

・秋の鑑賞会 

・10km ウォーク 5 歳児 

・５㎞ウォーク ４歳児 

・バス遠足(１歳児～３歳児) 

・南部中学校 職場体験 

・カスミ食育体験 

・さくら組 逆井小学校１年生との交流 

12 月 
・クリスマス生活発表会 

・内科健診 

1 月 
・冬まつり 

・マラソン記録会（１回目） 

2 月 

・マラソン記録会（２回目） 

・柏中央保育園、牛久みらい保育園、柏しんとみ保育園交流

会（４歳～5 歳児 マラソン交流会） 

・お兄さん、お姉さんありがとうの会 

・節分豆まき集会 

・視力検査 ３歳児 

・土南部保育園、高柳西保育園交流会 4、5 歳児 

（リレー、ドッジボール） 

・公園里親ボランティア ５歳児 
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・卒園遠足 

3 月 

・ひなまつり集会 

・お父さん、お母さんありがとうの会、 

・卒園式 

※ 誕生会、映画会、身体測定、ボランティア活動、歩く会は毎月実施 

※ 実習生は随時受入（年間１０名の受入） 

本年度は  慈恵柏看護学校 母性看護学実習 ９名 

        道灌山学園保育福祉専門学校 1 名 

        東京スポーツリクエーション専門学校 １名 

        東京家政大学 １名、 東京成徳短期大学 １名 

東京保育専門学校 １名、 東京教育専門学校 １名 
 

７) 職員の充足状況（KS） 

① 定員１２０名 弾力運営 144 名 

区分 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 

定員 ２０名 ２０名 ２０名 ２０名 ２０名 ２０名 

 

② 職員の配置基準とその配置 

 職員配置基準 

区分 0 歳児 1・２歳児 3 歳児 4・５歳児 

配置

対比 
３：１ ６：１ ２０：１ ３０：１ 

※ 園児 ： 職員 
 

 国の示す職員配置基準 

区分 園長 保育士 調理員 合計 

配置数 １名 ２２名 ３名 ２６名 

 

②  現員（平成２９年３月１日現在） 

区分 園長 
副園長

兼主任 

主任 

保育士 

副主任 

保育士 
保育士 看護師 

配置 1 名 1 名 1 名 1 名 ２７名 １名 

区分 ｻﾎﾟｰﾀｰ 育児休 調理員 事務員 
全職員５０名 

配置 ７名 ２名 ５名 ３名 

※ 栄養士は柏しんとみ保育園と兼務 

※ 保育士数のうち派遣保育士３名を雇用  
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3. 柏中央保育園 
１) 事業内容（KC） 

柏中央保育園も柏さかさい保育園と同様に下記３事業を柱に運営している。 

① 保育所運営、 ②地域子育て支援拠点事業、 ③一時預かり事業 

他、保育事業として延長保育促進事業も実施する。  

駅近ということもあり、都内で就労する保護者も多く、19 時以降延長保育を 

利用する園児は平均 20 名維持している。  

 

・ 障害児保育について、『平成 28 年度は 4 歳児に知的に遅れがあり療育、訪

問支援を月1で利用する児童、3歳児に多動傾向の児童、1歳児に自閉症ス

ペクトラム、0 歳児にダウン症、それぞれに補助職員が入り保育を行う 

 

・ 里親活動 

感謝の気持ちを大事に出来る子に育つよういつも使用している公園の清掃 

活動を定期的に行い感謝の気持ち、公共の場の使い方など伝える保育を行う 

 

・ 基本的生活習慣を大事に衣服の着脱、トイレトレーニング、食事のお約束、

フォークや箸の持ち方、人との関わりなど、生きるために必要なことを、保育

園という小さな社会の中で学び、たくさんの刺激ある暮らしの中で、 

『ひとりでできるみんなでできる 人のためにできる』 

ことを増やしていく。 
 

２) 児童の在籍状況（KC） 

区分 
月 初 日 在 籍 児 童 数 

乳  児 1 歳～2 歳児 3 歳児 4 歳以上児 計 

4 月 12 36 17 38 １０３ 

5 月 12 36 １７ 37 １０２ 

6 月 12 36 １８ ３７ １０３ 

7 月 12 36  １８ 38 １０４ 

8 月 12 35 １８ 38 １０３ 

9 月 12 ３５ １８ 38 １０４ 

10 月 12 ３６ １８ 38 10４ 

11 月 12 ３６ １８ 38 １０４ 

12 月 12 3６ 1８ 38 １０４ 

1 月 12 3６ 1８ 38 １０４ 
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2 月 12 3６ 1８  3８ １０４ 

3 月 12 3６ 1８ 3８ １０４ 

計 １４４ 4３0 ２１４ ４５４ 1,２４２ 

 

３) 保育園の保守管理（KC） 

当園では、毎日の掃除及び定期的点検実施 

玩具に破損部分がないか定期的に確認すると共に、乳児クラスの玩具につい

ては、毎日、電解水を使用し衛生的環境が保てるように心掛ける 

幼児クラスの玩具についても電解水を利用し定期的に清掃すると共に毎日、

園児が自分で作った雑巾を使用し水拭き掃除を行う 

 

４) 消防・地震計画（KC） 

地震火災が起きたことを想定しての避難訓練、引き渡し訓練、夜間訓練は勿

論のこと、避難場所の確認、避難靴、非常食など、職員、そして保護者との共

通理解できるよう実施した。 8 月には、同ビルの KDDI と一緒に合同避難訓

練を行う。 

訓練事項 訓練時期 備 考 

非常災害訓練 月１回 夜間(夕方)訓練１回実施 

引き渡し訓練 年１回 保護者への周知 

消火訓練 年１回 職員参加 

不審者訓練 年１回  

防火装置の検査 年 2 回 消防署へ報告（義務年 1 回） 

その他 年 1 回 119 番通報訓練 

 

５) 保健衛生（KC） 

病気、怪我、感染症には細心の注意を払い、感染症が流行りだした時には、

病名を掲示板で周知すると共に、流行しないよう病気に負けない強い体づくり

を心掛けて頂けるよう、全保護者へ食事、睡眠等十分にとるよう「ママ連メール」

等で周知した。 

このように、感染が拡大しないよう注意を払うことは勿論、園児たちの健康管理

として年２回の内科検診、年１回の歯科検診を実施した。その他にも、尿検査

を実施、職員に関しては、月１回の腸内細菌検査を実施している。 看護師が

クラスを巡回しての病気等の相談、子育て支援での育児相談会、怪我をした

子の対応など、保育士にとって安心できる存在となる。 

１０月から３月までは感染性胃腸炎、インフルエンザが流行する時期のため、

室内の消毒も塩素系の殺菌剤を使用し行う。 設置当初から各部屋に加湿器

を設置し、特に感染症が流行する冬時期には、掃除、消毒等、清潔に維持す
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るよう心掛けた。 看護師による衛生面での指導をリーダー会議で定期的に行

う。 

 

６) 各種幼児の実施状況（KC） 

実施月 行事名 

４月 入園進級式・春まつり・内科検診・ピクニック 

５月 
子どもの日の集い・蟯虫検査・尿検査・バス遠足（2 歳児から 5

歳児）・５歳児１０キロウォーク 

６月 個人面談・５歳児お泊り保育（筑波山登山） 

７月 
視力検査・七夕の集い・プール開き・夏まつり・防火教室 

４歳児お泊り保育（猿島少年自然の家） 

８月 夏まつり・KDDI との合同避難訓練 

９月 
引き渡し訓練・視力検査(４・５歳児)・おじいちゃんおばあちゃん

ふれあいパーティー 

10 月 ボランティア活動・親子運動会 

１１月 
交通安全教室・秋まつり（保護者会主催）・第 1 回マラソン記録

会 

１２月 クリスマス生活発表会・クッキング・内科検診・もちつき 

１月 第 2 回マラソン記録会・交通安全指導 

２月 
バレンタインクッキング・童心会マラソン交流会・視力検査(3 歳

児)・冬まつり 

３月 卒園遠足・ひなまつり会・ありがとうの会・卒園式・入園説明会 

※誕生会、身体測定は毎月実施 

 

７) 職員の充足状況（KC） 

① 定員９０名 弾力運営 108 名 

区分 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 

定員 １０名 １６名 １６名 １６名 １６名 １６名 

 

② 職員の配置基準とその配置 

 職員配置基準 

区分 0 歳児 1・２歳児 3 歳児 4・５歳児 

配置対比 ３：１ ６：１ ２０：１ ３０：１ 

※ 園児 ： 職員 
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 国の示す職員配置基準 

区分 園長 保育士 調理員 合計 

配置数 1 名 18 名 ２名 21 名 

 

③ 現員（平成２９年３月１日現在） 

区分 園長 
主任 

保育士 
保育士 看護師 ｻﾎﾟｰﾀｰ 

配置 1 名 ２名 ２２名 1 名 ５名 

区分 調理員 栄養士 用務員 事務員 
（保育士兼務） 全職員３４名 

配置 ３名 0 名 0 名 1 名 

※ 栄養士は柏しんとみ保育園と兼務 

※ 保育士数のうち派遣保育士６名を雇用  
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4. 牛久みらい保育園 
1） 事業内容（UM） 

牛久みらい保育園は、平成２５年４月１日にひたち野うしく駅西口から徒歩１５

分のところに開園し、下記の３事業を柱に運営している。 

① 保育所運営、② 地域子育て支援拠点事業、③一時預かり事業 

その他、保育事業として、体調不良、病後児保育、延長保育促進事業も実

施する。  

 

・ 牛久市は、行政の横の連携がとれており、保育課も大変協力的に相談を受

け入れていただいている。昨年に引き続き、市の無料バスで茨城大学への

農業体験や遠足など園外活動に出かけることができた。また、保幼小の連携

会議、小学校の行事（給食試食会、運動会、昔遊びの会、）への参加、気に

なる子のケース指導のための巡回相談（年５回）、交通安全教室（毎月実施）、

保健センターや家庭児童相談室との情報の共有等、市の各機関と連携をと

りつつ保育を進めた。 

 

・ 茨城大学農学部が車で１５分程のところにあり（阿見町）、広大な農園での農

業体験をさせていただいた。田植え、梨の花の観察、梨狩り、ジャガイモ掘り、

さつまいも掘り、人参掘り、パン作りなど園ではできない貴重な体験をさせて

いただいた。茨城大学 COC 地域人材育成プロジェクト事業にも協力し文部

科学省「地（知）の拠点整備事業」としても採択されている。 

 

・ 子育て支援センターとしおちゃんの活動は、食事体験会、親子製作「つくっ

てみよう」に加え、看護師による育児講座、音楽リズム遊び、ベビーマッサー

ジや各種講座を実施。また、おしゃべり会や、ネイリストによるハンドケア講座

など保育園に来たママたちもホッとしてリフレッシュできるような企画も実施。

年間では利用者７３６名まで増えた。来園された際に育児相談を受けたり、園

児と園庭で一緒に遊んだりするなど、地域の保護者とのつながりを深めなが

ら育児支援を行った。 

 

・ 病後児保育事業については、昨年に引き続き、市役所保健センター利用者

への事業案内を積極的に行い、新規登録９８名、累計では 529 名となった。

また利用人数は５８名（前年４４名）となり年間目標の５０件を超えることができ

た。今後、保護者支援のため、より利用しやすい事業を目指し保育課及び医

師会との連携をとりながら進めていく。 

 

・ 保護者会『みらいファミリー会』の設立 

昨年度末の保護者会設立賛否アンケートを経て今年度より設立。夏まつりへ
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の出店、みらいファミリー文庫設置、秋まつりで保護者のお仕事紹介、おそう

じ会、クリスマス生活発表会での合唱、フォトコンテストと積極的に活動が行

われた。活動を通して園児、保護者、保育園のつながりを深め、かかわりを

楽しめるきっかけとなり、以前より保育園も活性化されたように感じる。今後、

より連携を取りながら童心会の目指す“村づくり”をすすめていく。 

 

 ２） 児童の在籍状況（UM） 

区分 
月 初 日 在 籍 児 童 数 

乳  児 1 歳～2 歳児 3 歳児 4 歳児以上 計 
月 

4 月 ９ ２９ ２０ ３１ ８９ 

5 月 １０ ２９ ２０ ３１ ９０ 

6 月 １０ ２９ ２０ ３１ ９０ 

7 月 １０ ２９ ２０ ３１ ９０ 

8 月 １０ ２９ ２０ ３１ ９０ 

9 月 １０ ２９ ２０ ３１ ９０ 

10 月 １０ ２９ ２０ ３１ ９０ 

11 月 １０ ２９ ２０ ３１ ９０ 

12 月 １０ ２９ ２０ ３１ ９０ 

1 月 １０ ２９ ２０ ３１ ９０ 

2 月 １０ ２９ ２０ ３１ ９０ 

3 月 １０ ２９ ２０ ３１ ９０ 

計 １１９ ３４８ ２４０ ３７２ １，０７９ 

 

3） 保育園の保守管理（UM） 

当園では毎月「清掃強化日」を設け、日頃の清掃で行き届かない箇所の清掃 

を実施している。また保育室では、病気・感染症の予防のためにマニュアルに

基づき室内の消毒及び玩具の定期的な消毒を徹底している。 

また、市役所より放射線量の測定に来ていただき、測定結果を園の掲示板に

て保護者へ通知をしている。(牛久市内保育園では一番低い値となっている) 

 

4） 消防・地震計画（UM） 

園内における防火管理の徹底と災害による人的、物理被害を最小限に防ぐた

め毎月 1 回の避難訓練を実施している。  
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訓練事項 訓練時期 備 考 

非常災害訓練 月 1 回 地震・火災・竜巻・夜間対応・

抜き打ち訓練含む 

消火訓練実習 年 1 回 職員参加 

防火装置の点検 年 1 回 消防署へ連絡 

その他 年４回 119 番通報訓練 職員 

 

5） 保健衛生（UM） 

 園児： 嘱託内科医による内科健診（年 2 回）、嘱託歯科医による歯科健診

  （年 2 回）及び尿検査を実施。また看護師による歯磨き・手洗いなど

  の衛生指導の実施。 

 職員： 健康診断（年 1 回）、腸内細菌検査（毎月）を実施、また看護師によ 

      る感染症対策、救急処置方法などについて研修の実施。 

保護者： ほけんだよりの発行（毎月）、エントランスに設けた「ほけんコーナー」

にて保育園の感染症の状況などの掲示を行った。 

 

6） 各種行事の実施状況（UM） 

実施月 行事名 

4 月 ・入園式  ・梨の花観察（4･5 歳児） 

5 月 
・こどもの日のつどい   ・春まつり 

・田植え体験 (5 歳児)  ・春のバス遠足 

6 月 

・パパ保育体験  ・保護者面談 

・ひたち野うしく小学校 2 年生 町探検で来園 

・さつまいも苗植え体験（4・5 歳児） 

・牛久市 4,5 歳児研修会公開保育 ・内科健診 ・歯科健診 

・4・5 歳児お泊り保育(あすなろの里にて) 

7 月 
・プール開き   ・七夕のつどい 

・食育指導    ・ジャガイモ掘り（茨城大学） 

8 月 
・牛久一中職場体験受け入れ 

・夏まつり(ひたち野ふれあいまつり) ・梨狩り体験(4・5 歳児) 

9 月 
・プール納め ・3 歳児お泊り保育（本園にて） 

・音楽鑑賞会 ・おじいちゃんおばあちゃんふれあいの会 

10 月 ・運動会  ・秋まつり 

11 月 
・ひたち野うしく小給食試食会 ・筑波山登山（5 歳児）  

・人参掘り体験 ・秋のバス遠足 ・マラソン記録会① 

12 月 ・クリスマス生活発表会  ・もちつき  ・大掃除 

1 月 ・内科健診 
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2 月 

・冬まつり   ・節分豆まき ・茨大パンつくり体験（5 歳児） 

・ひたち野うしく小学校昔あそびの会（5 歳児） 

・童心会マラソン交流会（4・5 歳児）  ・歯科健診 

・マラソン記録会② 

3 月 
・ひなまつりの会  ・卒園遠足  ・入園説明会  

・さくらぐみさんありがとうの会   ・卒園式 

※ 誕生会、映画会（幼児・乳児）、身体測定、交通安全教室は毎月実施 

※ 実習生受け入れ（年間 5 名） 

・聖徳大学 1 名 ・東京未来大学   1 名 

・つくば国際短期大学   1 名 ・筑波研究学園専門学校 2 名 

 

7） 職員の充足状況（UM） 

① 定員 90 名 

区分 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 計 

定員 15 名 15 名 15 名 15 名 15 名 15 名 ９０名 
 

② 職員の配置基準とその配置 

※ 職員配置基準(園児：職員) 

区分 0 歳児 1・２歳児 3 歳児 4・５歳児 

配置

対比 
３：１ 6：１ ２０：１ ３０：１ 

 

 国の示す職員配置基準 

区分 園長 保育士 調理員 合計 

配置数 1 名      １２名 2 名    １５名 
     ※上記配置基準は特別保育事業の加配人員は除く 

 

③ 現員（平成 29 年 3 月 1 日現在） 

区分 園長 副園長兼事務長 主任保育士 保育士 看護師 

配置 1 名 1 名 1 名 20 名 3 名 

区分 ｻﾎﾟｰﾀｰ 栄養士 調理員 事務員 全職員 

配置 １名 1 名（本部所属） 4 名 1 名 32 名 
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5. 柏しんとみ保育園 
１) 事業内容（KT） 

柏しんとみ保育園は、平成２７年４月１日より開園し２年が過ぎまし

た。流山市に隣接され園見学に来られる保護者も多く来園されます。 
事業は 2 事業を柱に運営している。 
① 保育所の運営、 ② 一時預かり事業を展開し、他保育事業として延長

保育促進事業も実施する。 なお、地域子育て支援拠点事業は隣接し

ている為市からは不認可だが、園庭開放など近隣の子育て仲間とのコミ

ﾕニケーションを図る為行っています。長期戦略から独自に実施してい

る。 

 

◇保育目標 

・「思いやりと生きる力」を保育方針にそってよく見つめ、抱きしめ、耳を傾けて

聴き、沢山話しながら日々子ども達と向き合ってきました。開園して 2 年目とな

るなかで、「思いやりと生きる力」を基本に興味・関心・好奇心・意欲・意志を育

てています。 

 

・ 幼児組は新園ならではの少人数や園経験のない児童、４歳児13名、５歳

児 8 名、そのうち加配が必要な子２名を含め、日々の活動に課題を見つ

け「失敗体験、成功体験」を繰り返し多くの賞賛が得られた事がチャレン

ジする意欲がより育っていった。クラスリーダー、朝会リーダー、など人の

前に立ってお話をする経験や、「がんばること、つづけること、がまんする

こと」を身につけていくことを目標に、「やる気、ほん気、げん気」の心で、

失敗を沢山経験したからこそ、できた時の喜びをしり、又皆がいたからで

きたと感じることの大切な体験を日々の活動や、姉妹園での交流会を通

して知る事が出来た。 

 

・ 乳児組も、初めての園と新しい環境中でしたが、比較的落ちつくのが早く

５月連休前には、朝のお別れもできるようになり、クラスでの活動がスムー

ズに出来るまでになる。園児たちは、生活や遊びの経験が少なく、砂場、

歩行（散歩）など初めての経験をする園児が多い、「見せる、見る、さわる、

やってみる、つづける」学びのめばえ、体験の凝り返しや自分でできたこ

との喜びを共に喜び、昨日と違う園児の様子に気づき、皆の前で頑張っ

た園児を賞賛することで、次も頑張ろうという意欲が生まれた。 

 

・ お泊り保育でもやはり初めての経験、お泊り保育当日までの約１か月間、

保護者のご協力を頂き園児の「一人でできる」を楽しみながら共に目標を
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もってお泊り保育体験、多くの新しい発見と感動と達成感を得る事が出

来た。又友達と協力する事と自分で出来た喜びを経験する事ができた。 

 

・ 気になるお子さん、集団での生活が苦手なお子さんに対して、地域保健

福祉課、ウエルネス発達支援センターなどの行政と連携を取り適切な支

援を行うことが出来た。 

 

  ◇地域貢献 

・ 初年度の「夏まつり」は、地域のお祭りに参加を依頼し地域の方々へ本

園を PR する機会や保護者、園児、職員、行政と良い地域コミニュテｲ―

づくりとなった夏まつりでした。 

・ 公園里親の申請中 

・ 幼児組は公園へ行った際に、園児と一緒にゴミ拾いをしています。 

 

  ◇保護者との共同 

     ・ 誕生会や四季の行事に保護者参観を頂きより保育園への理解を深め、

保護者同志の交流が深められるような架け橋となるよう努めた。 

 

2） 児童の在籍状況（KT） 

区分 
月 初 日 在 籍 児 童 数 

乳  児 1 歳～2 歳児 3 歳児 4 歳以上児 計 

4 月 4 38 18 19 79 

5 月 8 38 19 20 85 

6 月 9 38 19 20 86 

7 月 10 38 19 20 87 

8 月 11 38 19 22 90 

9 月 13 38 19 22 92 

10 月 13 37 19 22 91 

11 月 13 36 19 22 90 

12 月 13 37 19 22 91 

1 月 13 37 19 22 91 

2 月 13 36 19 22 90 

3 月 13 36 19 22 90 

計 133 447 227 255 1,062 
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３) 保育園の保守管理（KT） 

当園は、日々の定期的な清掃及び修繕・安全点検を実施している。  

また、保育室の遊具・器具（椅子やテーブル等）等の破損は事故防止のため

迅速且つ周期的に点検し必要であれば修繕する体制である。 

※毎月第１木曜日 PM２時より職員による、安全確認と全体清掃日を実施 

保育室は、病気・感染症等が誘発させないよう室内の消毒はもちろんのこ

と空気清浄機を設置すると共に清潔を維持している。 

 

４) 消防・地震計画（KT） 

園内における防火管理の徹底と災害による人的、物理被害を最小限に防ぐ

ため毎月 1 回の避難訓練を実施している。  

 

訓練事項 訓練時期 備 考 

非常災害訓練 月 1 回 時間外（朝と夕方）訓練各 

1 回実施 

午睡時の訓練 

竜巻発生時の訓練 

抜き打ち訓練 

防犯訓練 ３回 抜き打ち 

引渡し訓練（地震） 年 1 回 非常時に備えた訓練 

消火訓練 年 1 回 職員参加 

防火装置の検査 年 2 回 消防署へ連絡 

その他 年 1 回 119 番通報訓練 職員 

 

５) 保健衛生（KT） 

病気、怪我、感染症等にかからないように予防処置と室内清掃に関して職 

員一同意識向上させている。  

 

園児 ： 嘱託内科医による内科健診（年２回）。嘱託歯科医による歯科検診

（年１回）身体測定（月１回）蟯虫卵検査、尿検査の実施。視力検

査の実施。歯磨きや手洗いなどの衛生指導。急な発熱等の体調

不良児の対応。ケガした場合の病院受診。 

職員 ： 健康診断（年１回）。腸内細菌検査（毎月）。感染症対策、インフル 

エンザ対策、救急処置方法、又理事長研修をはじめクラスリーダ

ー研修、子育ち支援、事務、献立会議など童心会各園の担当職

員研修を実施。 

保護者: ほけんだよりの発行（月１回）。各予防接種の確認 
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６) 各種行事の実施状況（KT） 

行事は下記の表のように童心会の特徴である春夏秋冬のおまつりを始め園

児・保護者・地域を対象に毎月開催されている。 その他に地域交流も積極

的に実施した。  

姉妹園である柏中央保育園や柏さかさい保育園や牛久みらい保育園との大

きな交流会は、良い刺激となり、より意欲が湧く会となった。又年長児は柏市

立旭小学校１年生との交流や就学に向け学校探検にも参加することが出来

就学に期待を持つ良いきっかけづくりとなった。 

実施月 行事名 

4 月 

・進級式 

・入園式 

・春まつり 

5 月 

・こどもの日のつどい 

・蟯虫検査 

・４，５歳児 尿検査、 ・歯科検診 

・大根堀り 

6 月 

・４、５歳児 スポーツテスト 

・個人面談（全園児保護者） 

・内科検査                       

８月 ・たんぽぽ組お泊り保育 

7 月 

・視力検査（5 歳児） 

・七夕の集い 

・ひまわり組、さくら組、お泊り保育                      

・プール開き 

・夏祭り 

9 月 

・視力検査（4 歳児） 

・引渡し訓練 

・プール納め 

10 月 

・親子運動会  

・交通安全教室 

・秋の鑑賞会 

11 月 

・バス遠足（2 歳児～5 歳児) 

・手賀沼ウオーク（５歳児） 

・カスミ食育体験 

12 月 
・クリスマス生活発表会 

・冬まつり（お餅つき） 
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1 月 

・内科健診 

・マラソン記録会、姉妹園との交流会 

・さくら組 柏第２小学校１年生との交流と学校探検 

2 月 

・マラソン記録会（２回目） 

・柏中央保育園、牛久みらい保育園、柏しんとみ保育園交流

会（４歳～5 歳児 マラソン交流会） 

・お兄さん、お姉さんありがとうの会 

・節分豆まき集会 

・視力検査 ３歳児 

・進級に向けて希望者による個人面談（４日間） 

・卒園遠足、誕生会 

3 月 

・ひなまつり集会 

・お父さん、お母さんありがとうの会 

・卒園遠足 

・入園説明会 

・卒園式 

・進級準備伴う環境整備と園児の進級準備と新入園児のな

らし保育 

 誕生会、映画会、身体測定、ボランティア活動、歩く会、避難訓練は  

毎月実施 
              

７) 職員の充足状況（KT） 

①  定員（90 名） 弾力運営 108 名 

区分 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 

定員 13 名 19 名 19 名 19 名 19 名 19 名 

 

② 職員の配置基準とその配置 

 職員配置基準 

区分 0 歳児 1・２歳児 3 歳児 4・５歳児 

配置

対比 
３：１ ６：１ ２０：１ ３０：１ 

 園児 ： 職員 
 

 

 国の示す職員配置基準（定員数による配置基準） 

区分 園長 保育士 調理員 合計 

配置数 １名 19 名 3 名 24 名 
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②  現員（平成 29 年３月１日現在） 

区分 園長 主任保育士 保育士 栄養士 調理員 

配置 1 名 1 名 19 名 1 名 2 名 

区分 ｻﾎﾟｰﾀｰ 育児休暇 事 務 
（他 1 名保育士兼務) 全職員３１名 

配置 5 名 1 名 2 名 

※ 保育士数のうち派遣保育士３名を雇用 


